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⺼
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二
五
〇

は
じ
め
に

長
篇
白
話
小
說
『
水
滸
傳
』
が
中
國
の
み
な
ら
ず
日
本
に
お
い
て
も
廣
く
親
し

ま
れ
、
文
學
、
言
語
等
に
大
き
な
影
響
を
與
え
て
き
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ

る
。
近
世
中
朞
頃
、
唐
話
の
敎
科
書
と
し
て
利
用
さ
れ
始
め
る
が
、
や
が
て
そ
れ

自
體
が
硏
究
對
象
と
な
り
、
享
保
か
ら
寶
曆
頃
に
か
け
て
各
所
で
『
水
滸
傳
』
講

義
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う（
１
）。
更
に
寶
曆
以
降
、
飜
案
等
『
水
滸
傳
』
の
要
素
を

樣
々
に
取
り
入
れ
た
作
品
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
歬
段
階
に

多
く
の
硏
究
活
動
が
あ
っ
た
こ
と
は
㊟
目
に
値
す
る
。

講
義
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
人
物
に
は
、
唐
話
學
の
先
驅
者
の
一
人

で
あ
る
岡
白
駒
（
元
祿
五
／
一
六
九
二―

朙
和
四
／
一
七
六
七
）
や
、
古
義
堂
に
あ
っ

た
陶
山
南
濤
（
元
祿
十
三
／
一
七
〇
〇―

朙
和
三
／
一
七
六
六
）
等
が
い
る
。
特
に
白

駒
の
講
義
に
つ
い
て
は
、享
保
十
二
（
一
七
二
七
）
年
と
い
う
近
世
朞
の
『
水
滸
傳
』

硏
究
に
お
い
て
大
變
早
い
時
朞
に
成
立
し
た
講
義
錄
が
あ
り
、
し
ば
し
ば
㊟
目
さ

れ
て
き
た
。こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
內
容
を
傳
え
る
寫
本
は
現
在
各
地
に
殘
っ
て
お
り
、

白
駒
の
影
響
の
大
き
さ
を
示
し
て
い
る（
２
）。

そ
の
よ
う
な
寫
本
の
一
つ
に
、
京
都
書
肆
風
⺼
堂
の
主
人
で
あ
っ
た
澤
田
一
齋

（
元
祿
十
四
／
一
七
〇
一―

天
朙
二
／
一
七
八
二
）
が
筆
記
し
た
も
の
が
あ
る
（
大
東
急

記
念
文
庫
藏
）。
一
齋
、
名
は
重
淵
、
字
は
文
拱
、
號
は
一
齋
と
奚
疑
齋
を
用
い
、

風
⺼
堂
主
人
の
通
稱
で
あ
る
風
⺼
庄
（
莊
）
左
衞
門
を
名
乘
っ
た
。
若
林
强
齋
に

儒
學
を
學
び
、
古
義
堂
門
下
に
あ
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
後
に
白
駒
の
下
で

唐
話
や
白
話
小
說
に
つ
い
て
學
び
、
師
の
著
書
を
刊
行
し
な
が
ら
、
自
ら
も
短
篇

白
話
小
說
集
「
三
言
二
拍
」
に
施
訓
す
る
ほ
ど
の
唐
話
通
と
な
る
。
近
世
朞
の
唐

話
辭
書
の
白
眉
と
さ
れ
る
『
俗
語
解
』
の
編
者
に
も
擬
さ
れ
、
彼
の
學
力
と
情
熱

は
師
を
凌
駕
し
て
い
た
と
評
さ
れ
て
い
る（
３
）。

し
か
し
、
一
齋
が
行
っ
た
『
水
滸
傳
』
硏
究
の
詳
細
は
あ
ま
り
知
ら
れ
な
い
。

こ
れ
ま
で
に
は
、
石
崎
又
造
氏
が
一
齋
自
身
も
講
義
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘

し
（
後
述
）、
ま
た
中
村
綾
氏
が
一
齋
に
和
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』（
內
題
『
李
卓
吾

先
生
批
點
忠
義
水
滸
傳
』。
以
下
「
和
刻
本
」
と
略
し
、
詳
細
は
後
述
す
る
）
二
集
の
刊

行
豫
定
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
を
報
吿
し
て
い
る
が（
４
）、
ど
ち
ら
も
そ
の
詳
細

は
朙
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
彼
が
『
水
滸
傳
』
に
關
心
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は

窺
わ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
讀
ん
で
い
た
の
か
、
ま
た
い
か
な
る
刊
行
計
畫
が
あ

っ
た
の
か
等
、
不
朙
な
點
は
多
く
殘
さ
れ
て
い
る
。

先
に
拙
稿
「
和
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
二
集
に
つ
い
て―

澤
田
一
齋
の
關
與
を

澤
田
一
齋
の
『
水
滸
傳
』
講
義
を
め
ぐ
っ
て

　
　

�

宮
本
陽
佳



澤
田
一
齋
の
『
水
滸
傳
』
講
義
を
め
ぐ
っ
て

二
五
一

波
守
名
は
直
猷
、
直
雄
の
養
子
、
知
恩
院
宮
坊
官
、
享
保
十
六
年
九
⺼
十
五

日
生
、
寶
曆
十
一
年
九
⺼
二
十
八
日
從
六
位
下
に
敍
せ
ら
れ
、
同
年
十
二
⺼

廿
四
日
阿
波
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
天
朙
二
年
四
⺼
十
六
日
殁
、
年
五
十
二
、
澤

田
一
齋
の
門
人
に
て
漢
文
小
說
「
春
臠
拆
甲
」
一
卷
を
あ
ら
は
す
（
森
銑
三

氏
「
春
臠
拆
甲
は
大
雅
堂
著
に
あ
ら
ず
」―

書
物
展

卷
四
第
四
號　
「
地
下
家
傳
」）。

朱
筆
は

ち
吾
が
風
⺼
堂
一
齋
で
あ
り
、
譯
解
は

ち
陶
冕
の
「
水
滸
傳
譯

解
」
で
あ
る
。

本
稿
は
こ
の
說
に
從
い
、
該
書
に
見
え
る
一
齋
の
『
水
滸
傳
』
講
義
の
內
容
を

檢
討
し
て
い
く
が
、
先
に
少
々
補
足
を
し
て
お
き
た
い
。

ま
ず
墨
で
書
き
込
ま
れ
る
「
樫
田
阿
波
守
說
」
に
つ
い
て
、『
地
下
家
傳
』
の

樫
田
直
猷
の
項
に
は
、
寶
曆
十
一
（
一
七
六
二
）
年
十
二
⺼
に
「
安
房
守
」
に
任

じ
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る（
９
）。
直
猷
が
仕
え
た
知
恩
院
の
史
料（

（（
（

に
も
、
寶
曆
十
二

年
以
降
「
樫
田
安
房
守
」
の
記
述
が
散
見
さ
れ
、
筆
記
者
の
誤
記
が
疑
わ
れ
る
。

ま
た
、
森
銑
三
氏
が
漢
文
艷
情
小
說
『
春
臠
拆
甲
』
の
著
者
と
し
て
取
り
上
げ
た

の
は
「
風
⺼
一
齋
（
註
。
莊
右

（
マ
マ
）衞
門
）
弟
子
柏
田
阿
波
守
」
で
あ
り（
（（
（

、「
樫
田
安

房
守
直
猷
」
と
結
び
つ
け
る
に
は
少
々
疑
問
も
殘
る
。
同
じ
人
物
を
指
し
て
い
る

可
能
性
は
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
白
話
小
說
硏
究
へ
の
關
與
を
含
め
、
そ
の

人
物
像
に
つ
い
て
は
更
に
檢
討
を
要
す
る
。

藍
の
書
込
み
「
譯
觧
說
」
は
第
一
回
の
み
に
見
ら
れ
る
が
、
石
崎
氏
は
こ
れ
を

陶
冕
、
す
な
わ
ち
陶
山
南
濤
の
「
水
滸
傳
譯
解
」
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
氏

に
よ
れ
ば
、「
水
滸
傳
譯
解
」
は
竹
田
復
氏
所
藏
、四
卷
か
ら
成
る
百
二
十
回
本
『
水

滸
傳
』
の
語
釋
で
あ
り
、南
濤
の
撰
と
稱
せ
ら
れ
て
い
る
が
署
名
は
な
い
と
い
う
。

ま
た
南
濤
が
手
掛
け
た
『
水
滸
傳
』
の
辭
書
『
忠
義
水
滸
傳
解
』（
第
一
回―

第
十

六
回
。
寶
曆
七
／
一
七
五
七
年
刊
）、
及
び
そ
の
續
き
と
見
ら
れ
る
寫
本
『
忠
義
水
滸

め
ぐ
っ
て― （
５
）」
で
は
、
一
齋
が
行
っ
た
講
義
內
容
と
和
刻
本
二
集
の
施
訓
を
比
較

し
、
兩
者
に
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
本
稿
で
は
、
講
義
內
容

を
更
に
詳
細
に
檢
討
し
、
一
齋
の
『
水
滸
傳
』
硏
究
の
實
態
、
特
に
師
と
さ
れ
る

白
駒
か
ら
の
影
響
に
つ
い
て
朙
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
。
更
に
二
人
の
講
義

の
相
違
點
を
通
じ
て
、
近
世
朞
に
お
け
る
『
水
滸
傳
』
硏
究
の
實
態
と
變
容
に
つ

い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。

一
、一
齋
の
講
義―

「
風
⺼
庄
左
衞
門

」

一―

一
、
講
義
錄
に
つ
い
て

一
齋
が
行
っ
た
講
義
の
內
容
は
、
九
州
大
學
附
屬
圖
書
館
石
崎
文
庫
が
所
藏
す

る
、
和
刻
本
初
集（
６
）の
書
入
れ
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
出
來
る
。

和
刻
本
初
集
は
享
保
十
三
（
一
七
二
八
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
、
李
卓
吾

に
よ
る
序
、
引
首
、
目
錄
と
、
第
一
回
か
ら
第
十
回
ま
で
の
本
文
か
ら
成
る
。
二

集
（
第
十
一
回―

第
二
十
回
）
は
寶
曆
九
（
一
七
五
九
）
年
に
刊
行
さ
れ
、
卷
末
に

は
續
篇
の
豫
吿
が
揭
載
さ
れ
た
が
、
こ
れ
以
降
の
刊
行
は
確
認
出
來
な
い（
７
）。
ま
た

ど
ち
ら
に
も
訓
點
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
施
訓
者
の
名
歬
は
示
さ
れ
ず
、
誰
に
よ

る
も
の
か
は
未
だ
朙
確
な
結
論
が
出
て
い
な
い
。

石
崎
文
庫
藏
の
和
刻
本
初
集
（
以
下
「
該
書
」
と
略
）
に
は
、
墨
、
朱
、
藍
の
三

種
の
書
入
れ
が
あ
り
、
表
紙
見
﨤
し
部
分
に
「
墨　

樫
田
阿
波
守
說
、
朱　

風
⺼

庄
左
衞
門
說
、
藍　

譯
觧
說
」
と
示
さ
れ
て
い
る
。
筆
記
者
や
書
き
入
れ
た
時
朞

に
關
す
る
記
述
は
な
く
、
成
立
の
詳
細
は
不
朙
で
あ
る
。
舊
藏
者
で
あ
る
石
崎
又

造
氏
は
、こ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る（
８
）（

傍
線
は
筆
者
が
付
し
た
。
以
下
同
）。

　

最
後
に
附
言
し
て
置
き
た
い
こ
と
は
、
彼
（
筆
者
㊟
：
一
齋
）
も
亦
御
多

分
に
漏
れ
ず
「
水
滸
傳
」
を
講
義
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。（
中
略
）
樫
田
阿



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
集

二
五
二

一―

二
、

用
版
本

　

周
知
の
通
り
『
水
滸
傳
』
に
は
複
數
の
版
本
が
存
在
し
、
日
本
に
も
そ
の
多
く

が
舶
來
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
該
書
の
朱
の
書
入
れ
の
中
に
は
、「
一
作
」
等

と
し
て
和
刻
本
初
集
と
他
の
『
水
滸
傳
』
版
本
と
の
異
同
を
指
摘
し
た
と
見
ら
れ

る
も
の
が
あ
り
、
一
齋
が
複
數
の
版
本
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

次
に
異
同
の
指
摘
と
『
水
滸
傳
』
諸
版
本
の
本
文
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
、
一
齋
が

ど
の
版
本
を
使
用
し
た
の
か
朙
ら
か
に
し
た
い
。

　

實
例
を
あ
げ
る
歬
に
、『
水
滸
傳
』
版
本
に
つ
い
て
少
々
說
朙
し
て
お
く
。『
水

滸
傳
』
の
版
本
は
、
文
章
の
詳
し
い
文
繁
本
、

略
化
さ
れ
た
文

本
に
大
別
さ

れ
る
が
、
和
刻
本
や
白
駒
の
講
義
の
底
本
は
文
繁
本
で
あ
る
た
め
、
今
回
の
調
査

で
も
文
繁
本
の
み
を
對
象
と
し
た
。
文
繁
本
は
更
に
百
回
本
、
百
二
十
回
本
、

七
十
回
本
の
三
種
に
分
類
さ
れ
、
內
容
や
文
字
の
異
同
等
に
よ
っ
て
詳
細
な
繼
承

關
係
を
推
測
す
る
こ
と
が
出
來
る
。

右
の
圖
は
版
本
の
繼
承
に
つ
い
て
、
小
松
謙
氏
の
ご
敎
示
に
よ
っ
て
作
成
し
た

も
の
で
あ
る（
（（
（

。
太
線
は
異
同
が
少
な
い
と
推
定
さ
れ
る
繼
承
關
係
を
示
す
。
今
回

調
査
に
使
用
し
た
の
は
、
古
い
も
の
か
ら
順
に
百
回
本
の
容
與
堂
刊
本
、
四
知
館

刊
本
、
無
窮
會
所
藏
本
、
芥
子
園
系
統
本
と
、
終
盤
に
二
十
回
が
追
加
さ
れ
た
百

二
十
回
本
の
新
舊
二
種
（
以
下
「
全
傳
本
」「
全
書
本
」
と
略
し
（
（（
（

、「
百
二
十
回
本
」
と

呼
ぶ
際
は
兩
方
を
指
す
）、
更
に
第
七
十
一
回
で
物
語
を
完
結
さ
せ
、
本
文
中
の
韻

傳
鈔
譯
』（
第
十
七
回―

第
百
二
十
回
）
と
比
較
す
る
と
、「
水
滸
傳
譯
解
」
は
摘
出

の
語
彙
は
多
い
が
說
朙
は

略
で
あ
り
、
甚
し
く
說
朙
を
異
に
す
る
も
の
も
あ
る

と
指
摘
し
、
朙
ら
か
に
こ
れ
ら
と
は
別
種
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る（
（（
（

。

し
か
し
、筆
者
が
該
書
の
藍
の
書
込
み
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、『
忠
義
水
滸
傳
解
』

の
內
容
と
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
第
一
回
一
丁
裏
の
鼇

頭
部
分
に
は
、
藍
で
「
軍
民　

軍
ハ
徭
役
ト
テ
軍
ノ
步
役
ニ
使
フ
人
夫
也　

皆
民

ナ
レ
ト
モ
分
テ
云
ト
キ
ハ
民
士
農
工
商
ノ
四
民
也
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
次
に
擧

げ
る
『
忠
義
水
滸
傳
解
』
の
「
軍
民
」
の
解
說
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

　

『
忠
義
水
滸
傳
解
』（
二
オ
（
（（
（

）

軍ギ
ン

民ミ
ン　

軍
ハ
徭
役
ト
テ
軍
ノ
步
役
ニ
使
フ
人
夫
也　

皆
民
ナ
レ
ト
モ
分
テ
云

ト
キ
ハ
民
ハ
士
農
工
商
ノ
四
民
也

こ
の
よ
う
な
例
か
ら
、
藍
の
書
込
み
が
『
忠
義
水
滸
傳
解
』
を
書
き
寫
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
が
疑
わ
れ
る
。

　

ま
た
、
石
崎
氏
は
該
書
に
見
ら
れ
る
朱
の
書
入
れ
を
一
齋
の
「
講
義
」
の
記
錄

と
し
て
い
る
が
、
講
義
で
は
な
く
會
讀
や
勉
强
會
で
の
發
言
を
記
錄
し
た
も
の
で

あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
樫
田
阿
波
守
の
人
物
像
と
倂
せ
て
檢
討
す
べ
き
で

あ
る
が
、
本
稿
で
は
石
崎
氏
に
從
っ
て
こ
れ
を
一
齋
の
「
講
義
」
の
記
錄
と
呼
ぶ

こ
と
と
す
る
。

　

以
下
該
書
に
見
ら
れ
る
朱
の
書
入
れ
に
つ
い
て
檢
討
し
、
一
齋
の
『
水
滸
傳
』

講
義
及
び
硏
究
の
實
態
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
ま
ず
は
彼
が
使
用
し
た『
水
滸
傳
』

版
本
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
き
た
い
。

原
本―

郭
武
定
本

嘉
靖
本

（
佚
）　　
（
佚
）

　
　
　
　
　
　
　
「
原
本
」　

容
與
堂
刊
本

四
知
館
刊
本

　
　
　
　
　
　
　

（
佚
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
窮
會
所
藏
本
原
本

無
窮
會
所
藏
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佚
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芥
子
園
系
統
本

百
二
十
回
本（
水
滸
全
傳
）
百
二
十
回
本（
水
滸
全
書
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
十
回
本



澤
田
一
齋
の
『
水
滸
傳
』
講
義
を
め
ぐ
っ
て

二
五
三

東
倒
西
歪
浪
浪
蹌
蹌
上
山
來
、
似
當
風
之
鶴
、
擺
擺
搖
搖
回
寺
去
、
如
出
水

之
龜
…

【
芥
子
園
】【
全
傳
】【
全
書
】

東
倒
西
歪
浪
浪
蹌
蹌
上
山
來
、
似
當
風
之
鶴
、
擺
擺
搖
搖
回
寺
去
、
如
出
水

之
蛇
…

【
七
十
回
】

該
當
箇
所
な
し

第
五
回
（
十
四
ウ
）

【
和
刻
】

洒
家
從
歬
山
去
時
、
以
定
喫
那
厮
們
撞
見
、
不
如
就
此
閒
滾
將
下
去
…

〈
一
齋
〉

以
定
一
本
作
一
定

　
　

↓

【
容
與
堂
】【
四
知
館
】【
無
窮
會
】【
芥
子
園
】【
全
傳
】【
全
書
】

洒
家
從
歬
山
去
時
、以
定
喫（【
容
與
堂
】【
四
知
館
】【
無
窮
會
】：
吃
）那
厮
們
撞
見
、

不
如
就
此
閒
滚
（【
無
窮
會
】：
滾
）
將
下
去
…

【
七
十
回
】

洒
家
從
歬
山
去
時
、
一
定
喫
那
厮
們
撞
見
、
不
如
就
此
閒
亂
草
處
滚
將
下
去

…

　

第
四
回
の
例
は
芥
子
園
系
統
本
或
は
百
二
十
回
本
、
第
五
回
の
例
は
七
十
回
本

と
の
異
同
を
指
摘
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
次
に
擧
げ
る
よ
う
に
、
ど
の
版

本
に
も
見
ら
れ
な
い
用
字
に
つ
い
て
述
べ
る
も
の
も
あ
る
。

文
を
削
除
す
る
等
の
編
集
が
加
え
ら
れ
た
七
十
回
本
の
計
七
種
で
あ
る
。
使
用
し

た
も
の
に
傍
線
を
付
す
。
七
十
回
本
は
刊
行
以
降
『
水
滸
傳
』
の
主
流
と
な
り
、

日
本
で
も
寶
曆
頃
か
ら
廣
く
流
布
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
和
刻
本
は
初

集
、
二
集
と
も
に
無
窮
會
所
藏
本
に
近
い
本
文
を
持
つ
版
本
を
底
本
と
し
た
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。
ま
た
白
駒
の
講
義
は
古
い
系
統
の
百
二
十
回
本
で
あ
る
全

傳
本
を
主
な
底
本
と
し
、
一
部
四
知
館
刊
本
も
使
用
し
な
が
ら
、
百
二
十
回
分
行

わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る（
（（
（

。

次
に
一
齋
が
異
同
を
指
摘
し
た
と
見
ら
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
、
和
刻
本
初
集
の

本
文
と
一
齋
說
の
朱
の
書
入
れ
、各
版
本
の
本
文
を
擧
げ
て
檢
討
す
る
。
た
だ
し
、

今
回
使
用
し
た
芥
子
園
系
統
本
は
第
二
回
ま
で
が
缺
け
て
い
る
た
め
、
第
三
回
以

降
に
つ
い
て
檢
討
を
行
う（
（（
（

（
以
下
に
示
す
丁
數
は
和
刻
本
初
集
の
も
の
。
以
下
引
用
に

際
し
、
特
に
示
す
必
要
の
な
い
場
合
、
訓
點
、
送
り
假
名
、
合
符
は
省
略
す
る
。
一
齋
說

の
書
入
れ
は
本
文
中
に
ル
ビ
の
よ
う
に
付
さ
れ
る
も
の
や
、
匡
郭
外
に
書
き
込
ま
れ
る
も

の
が
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
原
本
に
出
來
る
だ
け
忠
實
な
形
で
示
す
。
問
題
と
す
る
箇
所
と

無
關
係
な
書
入
れ
は
省
略
す
る
。
各
版
本
の
本
文
の
讀
點
は
和
刻
本
に
合
わ
せ
て
筆
者
が

付
し
た
も
の
で
あ
り
、
問
題
と
す
る
箇
所
以
外
の
文
字
の
異
同
は
（　

）
內
に
示
し
た
）。

　

第
四
回
（
十
一
ウ
）

【
和
刻
】

東
倒
西
歪
浪
浪
蹌
蹌
上
山
來
、
似
當
風
之
鶴
、
擺
擺
搖
搖
回
寺
去
、
如
出
水

之
龜
…

〈
一
齋
〉

亀
一
作
蛇

　
　

↓

【
容
與
堂
】【
四
知
館
】【
無
窮
會
】　



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
集

二
五
四

書
本
は
異
同
が
大
變
少
な
く
、
取
り
上
げ
ら
れ
た
箇
所
の
み
か
ら
で
は
ど
れ
を
使

用
し
た
の
か
判
斷
出
來
な
い
が
、
少
な
く
と
も
七
十
回
本
と
倂
せ
て
二
種
以
上
の

版
本
を
使
用
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
一
齋
は
複
數
の
版
本
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
が
、
講

義
の
主
た
る
底
本
と
な
っ
た
の
は
和
刻
本
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

第
四
回
（
十
五
ウ
）

【
和
刻
】〈
一
齋
〉

智
深
焦
燥
衟
、
俺
便
不
及
關
王
、
他
也
只
是
箇
人
、
待
詔
衟
、
小
人

好ヲタ
メ
ヲ
モ
フ
テ
モ
フ
ス心
、
只
可
打
條
四
五
十
斤
的
、
也
十
分
重
了
…

　
　
　

↓

【
容
與
堂
】【
四
知
館
】【
無
窮
會
】

智
深
焦
燥
衟
、俺
便
不
及
關
王
、他
也
只
是
箇
人
、（【
容
與
堂
】：
王
【
四
知
館
】：

□
）
待
詔
衟
、
小
人
好
心
、
只
可
打
條
四
五
十
斤
的
、
也
十
分
重
了
…

【
芥
子
園
】【
全
傳
】【
全
書
】

智
深
焦
燥
衟
、
俺
便
不
及
關
王
、
他
也
只
是
箇
人
、
待
詔
衟
、
小
人
據
常
說
、

只
可
打
條
四
五
十
斤
的
、
也
十
分
重
了
…

【
七
十
回
】

智
深
焦
燥
衟
、
俺
便
不
及
關
王
、
他
也
只
是
箇
人
、
那
待
詔
衟
、
小
人
據
嘗

說
、
只
可
打
條
四
五
十
斤
的
、
也
十
分
重
了
…

　

右
の
例
で
は
異
同
の
あ
る
箇
所
に
朱
の
書
入
れ
が
見
ら
れ
る
が
、
語
の
意
味
を

示
す
の
み
で
異
同
に
關
し
て
は
觸
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
例
が
散
見
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
講
義
の
底
本
と
さ
れ
た
の
は
和
刻
本
で
あ
り
、
他
は
時
折
用
い

ら
れ
る
參
照
テ
キ
ス
ト
と
い
う
位
置
付
け
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

第
十
回
（
四
ウ
）

【
和
刻
】

林
冲
又
來
對
李
小
二
衟
、
今
日
又
無
事
、
小
二
衟
、
恩
人
、
只
願
如
此
、
只

是
自
放
仔
細
便
了
…

〈
一
齋
〉

　

願
一
作
顧

　
　
　

↓

【
容
與
堂
】【
四
知
館
】【
無
窮
會
】【
芥
子
園
】【
全
傳
】【
全
書
】【
七
十
回
】

林
冲
又
來
對
李
小
二
衟
、
今
日
又
無
事
、
小
二
衟
、
恩
人
、
只
願
如
此
、
只

是
自
放
仔
細
便
了
…

表
一
は
一
齋
が
取
り
上
げ
た
和
刻
本
初
集
と

他
本
の
異
同
全
四
十
三
箇
所
に
つ
い
て
、「
一

作
」
等
と
し
て
取
り
擧
げ
ら
れ
た
用
字
が
ど
の

版
本
に
一
致
す
る
か
、
數
値
で
示
し
た
も
の
で

あ
る
。
例
に
擧
げ
た
よ
う
に
、
芥
子
園
系
統
本

或
は
百
二
十
回
本
と
、
七
十
回
本
の
本
文
に
一

致
す
る
も
の
が
多
い
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。
芥
子
園
系
統
本
は
第
三
回
以
降
の

檢
討
で
あ
る
が
、
百
二
十
回
本
と
槪
ね
同
じ
傾
向
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
容
與
堂

刊
本
、
四
知
館
刊
本
、
無
窮
會
所
藏
本
に
一
致
す
る
例
も
見
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は

芥
子
園
系
統
本
、
百
二
十
回
本
、
七
十
回
本
と
同
一
の
本
文
を
持
っ
て
い
る
箇
所

に
限
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
箇
所
で
一
致
す
る
例
は
見
ら
れ
な
い
。
よ
っ
て
右
の
數

値
が
容
與
堂
刊
本
等
が
參
照
さ
れ
た
こ
と
を
積
極
的
に
示
し
て
い
る
と
は
考
え
難

い
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
一
齋
が
使
用
し
た
版
本
は
七
十
回
本
と
、
芥
子
園
系
統

本
或
は
百
二
十
回
本
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
芥
子
園
系
統
本
、
全
傳
本
、
全

表一
版本 數

容與堂 10
四知館 9
無窮會 2
芥子園 30
全傳 33
全書 33
七十回 34
（不一致） 4



澤
田
一
齋
の
『
水
滸
傳
』
講
義
を
め
ぐ
っ
て

二
五
五

簾
、
叫
那
婦
人
出
轎
來
…

【
全
書
】

當
下
楊
雄
把
那
婦
人
擡
到
半
山
、
叫
轎
夫
歇
下
轎
子
、
後
去
葱
簾
、
搭
起
轎

簾
、
叫
那
婦
人
出
轎
來
…

右
の
二
例
に
見
ら
れ
る
朱
の
記
述
は
、
ど
ち
ら
も
白
駒
の
講
義
を
記
錄
し
た
他

の
寫
本
に
は
見
ら
れ
ず
、
一
齋
が
獨
自
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

第
四
十
二
回
の
例
は
七
十
回
本
と
の
、
第
四
十
六
回
の
例
で
は
全
書
本
と
の
異
同

に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。
一
齋
が
自
身
の
講
義
中
に
取
り
上
げ
た
異
同
か
ら
は

芥
子
園
系
統
本
、
全
傳
本
、
全
書
本
の
う
ち
ど
の
版
本
を
使
用
し
た
の
か
判
斷
出

來
な
か
っ
た
が
、
第
四
十
六
回
の
例
か
ら
は
全
書
本
を
使
用
し
て
い
た
可
能
性
が

窺
わ
れ
る
。
近
世
朞
の
日
本
で
は
百
二
十
回
本
こ
そ
が
完
全
な
『
水
滸
傳
』
で
あ

る
と
さ
れ
た
が
、
古
い
系
統
の
全
傳
本
は
希
少
な
版
本
で
あ
り
、
主
に
全
書
本
が

知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る（
（（
（

。
こ
の
よ
う
な
狀
況
も
鑑
み
れ
ば
、
一
齋
が

全
書
本
を
使
用
し
た
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。一
齋
が
所
持
し
て
い
た『
水

滸
傳
』
版
本
に
つ
い
て
は
今
後
も
追
及
を
續
け
る
こ
と
と
し
た
い
が
、
い
ず
れ
に

し
て
も
彼
は
複
數
の
版
本
を
用
い
る
積
極
的
な
態
度
で
、『
水
滸
傳
』
硏
究
及
び

講
義
を
行
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

一―

三
、
解
釋
に
つ
い
て―

白
駒
か
ら
の
影
響

　

次
に
一
齋
に
よ
る
語
句
の
解
釋
に
つ
い
て
檢
討
す
る
。
朱
の
書
入
れ
は
第
一
回

か
ら
第
十
回
ま
で
、
數
の
多
少
は
あ
る
も
の
の
全
て
の
回
に
確
認
で
き
る
。
一
齋

の
唐
話
學
は
白
駒
に
學
ん
だ
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、『
水
滸
傳
』

解
釋
に
つ
い
て
は
ど
れ
ほ
ど
の
影
響
が
見
ら
れ
る
の
か
。
白
駒
に
よ
る
講
義
の
記

錄
と
比
較
し
檢
證
し
て
み
た
い
。

　

さ
て
、
以
上
該
書
に
見
ら
れ
る
講
義
の
記
錄
か
ら
一
齋
の
使
用
版
本
を
確
認
し

た
が
、
一
齋
が
白
駒
の
講
義
を
記
錄
し
た
寫
本
か
ら
も
、
彼
が
複
數
の
版
本
を
用

い
て
『
水
滸
傳
』
硏
究
を
進
め
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
以
歬
拙
稿
で
指
摘
し

た
が（

（（
（

、
こ
こ
で
も
改
め
て
實
例
を
示
し
て
お
き
た
い
。
次
に
白
駒
の
講
義
を
一
齋

が
記
錄
し
た
講
義
錄
、
す
な
わ
ち
冐
頭
で
觸
れ
た
大
東
急
記
念
文
庫
藏
の
寫
本
か

ら
の
引
用
と
、『
水
滸
傳
』
各
版
本
の
該
當
箇
所
を
擧
げ
る
。

第
四
十
二
回

吸
吸
地　

風
ニ
テ
殿
宇
ヲ
キ
シ
キ
シ
動
ス
聲

（
朱
筆
）
吸
一
本
岌

　
　
　

↓

【
容
與
堂
】【
四
知
館
】【
無
窮
會
】【
芥
子
園
】【
全
傳
】【
全
書
】

又
捲
起
一
陣
恠
（【
容
與
堂
】【
四
知
館
】【
無
窮
會
】：
怪
）
風
、
吹
的
飛
砂
走
石
、

滾
將
下
來
、
搖
（【
四
知
館
】【
無
窮
會
】：
搖
）
的
那
殿
宇
、
吸
吸
地
動
…

【
七
十
回
】

又
捲
起
一
陣
恠
風
、
吹
得
飛
砂
走
石
、
滾
將
下
來
、
搖
得
那
殿
宇
、
岌
岌
地

動
…

第
四
十
六
回

葱
管　

轎
ニ
付
テ
ア
ル
衟
具
也　

葱
ト
ハ
內
空
虛
ナ
ル
管
ユ
ヘ
葱
ト
云　

這

管
ヲ
ヌ
ケ
バ
ハ
ラ
リ
ト
ス
ル
ナ
リ 

（
朱
筆
）
一
本
葱
簾

　
　
　

↓

【
容
與
堂
】【
四
知
館
】【
無
窮
會
】【
芥
子
園
】【
全
傳
】【
七
十
回
】

當
下
楊
雄
把
那
婦
人
擡
到
半
山
、
叫
轎
夫
歇
下
轎
子
、
拔
去
葱
管
、
搭
起
轎



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
集

二
五
六

駒
は
「
ウ
マ
レ
所
」
と
解
し
て
い
る
。
大
き
く
異
な
る
と
は
言
え
な
い
が
、「
貫
址
」

は
本
籍
や
出
生
地
を
表
す
語
で
あ
り
、白
駒
の
よ
う
に
解
す
る
方
が
㊜
切
で
あ
る
。

次
に
擧
げ
る
例
も
白
駒
の
解
釋
が
㊜
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

第
七
回
（
五
ウ
）

【
和
刻
】〈
一
齋
〉

林
冲
赶
到
跟シタ

カ
イ
ス
ス
ミ歬
、把
那
後
生
肩
胛
只
一
拔
過
來
、喝
衟
、調
戲
良
人
妻
子
、

當
得
何
罪
…

〈
白
駒
〉

跟マ
ン

歬マ
ヘ

（
譯
）
林
冲
は
目
の
歬
ま
で
驅
け
つ
け
、
そ
の
靑
年
の
肩
を
ぐ
っ
と
引
き
寄
せ

て
、「
堅
氣
の
女
房
を
か
ら
か
え
ば
、
ど
う
い
う
罪
に
な
る
か
。」
と
ど
な
り

つ
け
…

　

一
齋
は
「
跟
歬
」
を
「
シ
タ
カ
イ
ス
ス
ミ
」
と
譯
し
、後
に
も
觸
れ
る
よ
う
に
、

こ
れ
を
動
詞
と
し
て
解
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。し
か
し「
跟
歬
」は
一
語
で「
目

の
歬
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
文
脈
か
ら
見
て
も
「
到
」
の
後
に
置
か
れ
て
い
る

た
め
動
詞
と
し
て
解
す
る
の
は
不
自
然
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
齋
の
誤
譯
で
あ
り
、

白
駒
の
い
う
「
マ
ン
マ
ヘ
」
の
方
が
㊜
切
で
あ
る
と
言
え
る
。
白
駒
の
講
義
で
㊜

切
な
解
釋
が
述
べ
ら
れ
、
そ
の
內
容
を
自
ら
筆
記
し
て
い
る
に
も
關
わ
ら
ず
、
一

齋
は
な
ぜ
誤
譯
を
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
一
齋
が
白
駒
の
解
說
を
誤
り
で
あ
る
と
考
え

採
用
し
な
か
っ
た
可
能
性
、
ま
た
一
齋
が
自
ら
講
義
を
し
た
時
點
で
白
駒
の
講
義

內
容
を
知
ら
な
か
っ
た
可
能
性
で
あ
る
。
二
人
は
師
弟
關
係
に
あ
っ
た
と
さ
れ
、

し
か
も
一
齋
が
筆
記
し
た
講
義
錄
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、彼
は
白
駒
の『
水

先
述
の
通
り
、
白
駒
の
講
義
は
大
部
分
を
古
い
系
統
の
百
二
十
回
本
で
あ
る
全

傳
本
に
基
づ
き
、
第
一
回
か
ら
第
百
二
十
回
ま
で
に
見
え
る
語
句
を
槪
ね
現
れ
る

順
に
取
り
出
し
て
、
解
說
を
付
し
て
い
る
。
本
稿
の
末
尾
に
揭
げ
る
表
二
は
、
第

十
回
に
お
け
る
一
齋
の
講
義
の
記
錄
（
該
書
の
朱
の
書
入
れ
）
と
白
駒
の
講
義
の
記

錄
（
大
東
急
記
念
文
庫
藏
の
一
齋
筆
記
の
講
義
錄
）
に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
語
の
解
釋

を
比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
解
釋
の
方
向
性
が
大
き
く
異
な
る
こ
と
は
無
い
が
、

譯
語
が
一
致
す
る
も
の
も
多
く
な
い
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。
紙
幅
の
都
合
上
全

回
で
の
比
較
結
果
を
示
す
こ
と
は
出
來
な
い
が
、
全
體
的
に
槪
ね
こ
の
よ
う
な
傾

向
が
見
ら
れ
た
。
こ
の
結
果
か
ら
、
一
齋
が
白
駒
の
講
義
の
記
錄
を
そ
の
ま
ま
自

ら
の
講
義
に
利
用
し
た
と
い
う
可
能
性
は
低
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　

更
に
、
一
齋
の
解
釋
に
は
白
駒
の
講
義
を
承
け
て
い
る
と
は
考
え
難
い
箇
所
が

あ
る
。次
に
該
當
箇
所
を
含
む
和
刻
本
の
本
文
と
そ
れ
に
付
さ
れ
た
一
齋
の
語
釋
、

白
駒
の
語
釋
と
日
本
語
譯（
（（
（

を
擧
げ
る
。

第
三
回
（
十
四
ウ
）

【
和
刻
】〈
一
齋
〉

魯
逹
在
迯
行
開
箇
海
捕
文
書
、
各
處
追
捉
、
出
賞
錢
一
千
貫
、
寫
了
魯
逹
的

年
甲
貫ヲリ

ト
コ
ロ址
、
畫
了
他
的
模
樣
、
到
處
張
掛
…

〈
白
駒
〉

貫
扯
（
マ
マ
）
　

ウ
マ
レ
所

（
譯
）
魯
逹
は
迯
亡
中
で
す
の
で
、
廣
域
手
配
書
を
出
し
て
諸
方
で
追
跡
し
ま

す
。
一
千
貫
の
賞
金
を
つ
け
、
魯
逹
の
年
齡
本
籍
を
書
き
込
み
、
人
相
を
畫

い
て
所
所
方
方
に
張
り
出
さ
れ
ま
し
た
…

「
貫
址
」
と
い
う
語
に
つ
い
て
、
一
齋
は
「
ヲ
リ
ト
コ
ロ
」
と
す
る
一
方
、
白



澤
田
一
齋
の
『
水
滸
傳
』
講
義
を
め
ぐ
っ
て

二
五
七

凢
吾
ス
キ
テ
好
コ
ト
ヲ
業
ト
ス
ル
寸
ハ
家
生
ト
云　

此
時
家
生
ハ
刺
レ

ヤ
リ
ヲ

使
レ
捧
也
（
上
か
ら
朱
線
を
引
く
）

（
朱
筆
）
家
人
女
昏
配
所
生
之
子
謂
之
家
生
冠
山
解
杜
撰
甚
矣

一
齋
は
一
度
書
い
た
解
說
に
上
か
ら
朱
で
線
を
引
き
、別
の
解
說
を
書
い
て「
冠

山
解
杜
撰
甚
矣
」
と
冠
山
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
記
述
は
白
駒
の
講
義
を
記
錄

し
た
他
の
寫
本
に
は
見
ら
れ
ず
、
一
齋
が
獨
自
に
書
き
入
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。
線
を
引
か
れ
た
解
釋
は
冠
山
に
よ
る
も
の
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

冠
山
が
編
纂
し
た
唐
話
辭
書
等
に
は
管
見
の
限
り
こ
の
よ
う
な
解
釋
は
揭
載
さ
れ

て
い
な
い
。
こ
れ
は
白
駒
の
講
義
を
筆
記
し
た
別
の
寫
本
に
見
ら
れ
る
解
釋
で
あ

る（
（（
（

。
こ
こ
か
ら
、
一
齋
は
白
駒
の
講
義
內
容
を
冠
山
に
よ
る
も
の
と
思
い
違
い
を

し
て
い
た
こ
と
が
疑
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
白
駒
の
講
義
を
直
接
受
講
は
せ
ず
、
後

に
他
人
が
書
い
た
講
義
錄
を
冠
山
に
よ
る
も
の
と
し
て
書
き
寫
し
、
目
に
留
ま
っ

た
誤
り
を
正
そ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

で
は
白
駒
が
講
義
を
し
て
い
た
頃
、一
齋
は
ど
の
よ
う
な
狀
況
に
あ
っ
た
の
か
。

近
藤
諬
吾
氏
は
、
享
保
十
一
（
一
七
二
六
）
年
に
一
齋
が
若
林
强
齋
の
講
義
の
筆

錄
者
に
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
、「
蓋
し
崎
門
學
派
に
於
い
て
師
の
講

義
を
筆
錄
す
る
も
の
は
、
豫
め
定
め
ら
れ
た
高
弟
で
あ
っ
て
、
筆
錄
者
は
淨
書
の

上
更
に
師
の
訂
正
を
受
け
て
底
本
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
以
て
重
淵
の

楠
軒

（
筆
者
㊟
：
若
林
强
齋
の
私
塾
）
に
於
け
る
地
位
も
想
見
せ
ら
れ
る
。」
と
述
べ
て
い

る（
（（
（

。
一
齋
の
入
門
の
時
朞
は
不
朙
で
あ
る
が
、
こ
の
頃
彼
が

楠
軒
の
中
で
重
要

な
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
、
同
時
朞
に
唐
話
も
學
ん
で
い
た
可
能
性
は
低

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
は
一
齋
の
『
水
滸
傳
』
硏
究
及
び
講
義
に
、
白
駒
の
影
響
が
全

く
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
一
齋
の
解
說
の
中
に
は
、
白
駒
の
影

滸
傳
』
講
義
を
受
講
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
直
接
受
講
し
て
い
た

こ
と
を
示
す
根
據
は
な
い
。
次
に
、
一
齋
が
白
駒
の
講
義
を
受
講
し
た
の
か
ど
う

か
、
改
め
て
考
え
て
み
た
い
。

二
、
白
駒
か
ら
一
齋
へ
の
繼
承

現
存
す
る
白
駒
の
講
義
錄
の
中
に
は
、
講
義
を
直
接
受
講
し
た
人
物
が
筆
記
し

た
も
の
で
は
な
く
、
筆
寫
に
よ
っ
て
傳
わ
っ
て
き
た
と
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る（
（（
（

。

一
齋
筆
記
の
講
義
錄
に
は
直
接
受
講
し
た
こ
と
を
示
す
記
述
は
な
く
、
こ
れ
も
誰

か
が
書
い
た
講
義
錄
を
寫
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
一
齋
が
初
め
て
白
駒
に
會
っ
た
の
は
い
つ
と
考
え
る
べ
き
な
の
か
。
す
で

に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、白
駒
著
『
孔
子
家
語
補
註
』（
寬
保
元
／
一
七
四
一
年
、

風
⺼
堂
刊
）
に
付
さ
れ
て
い
る
一
齋
の
識
語
に
は
、「
享
保
乙
卯
年
春
。
初
謁
龍
洲

先
生
。」
と
あ
り（
（（
（

、
二
人
が
初
め
て
會
っ
た
の
は
享
保
乙
卯
年
、
す
な
わ
ち
享
保

二
十
（
一
七
三
五
）
年
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
に
從
え
ば
、
享
保
十
二
年

以
歬
に
行
わ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
白
駒
の
『
水
滸
傳
』
講
義
を
、
一
齋
は
受
講
し

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
白
駒
が
享
保
二
十
年
以
降
も
講
義
を
行
っ
て
い

た
可
能
性
は
否
定
出
來
な
い
が
、
享
保
十
二
年
の
記
載
の
あ
る
講
義
錄
と
一
齋
筆

記
の
講
義
錄
に
は
共
通
點
が
多
く
、解
說
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
箇
所
も
見
ら
れ
、

同
じ
講
義
か
ら
生
じ
て
い
る
と
見
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る（

（（
（

。

ま
た
、
一
齋
筆
記
の
講
義
錄
の
記
述
の
中
に
は
白
駒
の
名
歬
は
一
度
も
見
ら
れ

な
い
が
、
次
の
よ
う
に
、
白
駒
に
先
行
す
る
唐
話
學
者
で
あ
る
岡
嶋
冠
山
の
名
歬

が
書
か
れ
る
箇
所
が
あ
る
（
訓
點
、
ル
ビ
は
原
文
通
り
（
（（
（

）。

　

第
二
回

只
要
下
尋
レテ
人
ヲ

使
ツ
カ
フ
ヲ

二
家
生
一ヲ



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
集

二
五
八

○
沒トリ
ツ
キ
ト
コ
ロ
ナ
シ

−巴
−臂　

�

…
一
作
二
沒
−巴
−鼻

一ニ
。
巴
ハ
把
ト
通
音
ニ
テ
沒
二
把ト
リ
ツ
ク
ニ
ナ臂

一

ト
云
義

○
巴ト
リ

イ

ソ

ギ

−不
−得　

�

巴
把
通
ス
。
把
シ
不
レ
得
ハ
。
ト
リ
ツ
カ
ン
ト
シ
テ
ト
リ
ツ
キ

カ
ネ
タ
ル
處
ヲ
形
容
シ
タ
ル
辭
也
…

○
巴ト
リ

ツ

キ

カ

ネ

−巴
結
−結　

此
ノ
巴
モ
把
ト
通
ス
。
…　

『
水
滸
傳
』
等
の
白
話
小
說
に
見
ら
れ
る
語
に
つ
い
て
解
說
し
て
い
る
『
宋
元

語
言
詞
典
』（
龍
潛
庵
編
著
／
上
海
辭
書
出
版
社
／
一
九
八
五
）
に
は
、「
沒
巴
臂
（
根

據
が
な
い
）」
と
い
う
語
に
つ
い
て
「
沒
巴
鼻
」「
无
巴
鼻
」「
无
把
臂
」
等
と
も
表

記
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。こ
の
語
で
は「
バ
」と
い
う
音
が
重
視
さ
れ
、「
巴
」

と
「
把
」
が
通
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
音
を
重
視

す
る
特
殊
な
も
の
以
外
に
は
、「
巴
」
と
「
把
」
が
通
用
す
る
例
は
揭
載
さ
れ
ず
、

冠
山
に
よ
る
唐
話
辭
書
や
、『
字
彙
』『
正
字
通（
（（
（

』
と
い
っ
た
當
時
使
用
さ
れ
て
い

た
字
書
の
中
に
も
、
こ
の
二
文
字
が
通
用
す
る
と
い
う
記
述
は
管
見
の
限
り
見
ら

れ
な
い
。
一
齋
は
白
駒
の
影
響
に
よ
っ
て
「
巴
」
を
解
し
た
可
能
性
が
高
い
と
考

え
ら
れ
る
。

以
上
の
檢
討
か
ら
、
一
齋
は
白
駒
の
『
水
滸
傳
』
の
講
義
を
受
講
し
た
と
は
考

え
難
い
も
の
の
、
す
で
に
白
駒
の
直
接
の
指
導
或
は
「
譯
義
」
を
通
し
て
そ
の
影

響
を
受
け
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

三
、『
水
滸
傳
』
硏
究
お
よ
び
講
義
の
變
化

　
　
　
　

―

和
刻
本
刊
行
の
影
響

一
齋
の
唐
話
學
習
は
い
つ
頃
始
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
若
林
强
齋
は
享
保
十
七

（
一
七
三
二
）
年
に
沒
し
、

楠
軒
は
强
齋
の
娘
婿
で
あ
る
小
野
鶴
山
が
繼
ぐ
こ
と

響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
例
も
見
ら
れ
る
。

第
二
回
（
十
ウ
）

【
和
刻
】

貪
行
了
些
路
程
錯
過
了
客
店
、
來
到
這
里
、
歬
不
巴
村
、
後
不
巴
店
、
欲
投

貴
莊
借
宿
一
宵
、
朙
日
早
行
…

〈
一
齋
〉

ト
リ
ツ
ク　

與
把
同

〈
白
駒
〉

　

不
巴
村　

巴
把
同

（
譯
）
ち
と
衟
の
り
を
急
ぎ
す
ぎ
て
宿
場
を
や
り
過
ご
し
、
こ
こ
ま
で
來
た
と

こ
ろ
、
行
く
手
に
村
な
く
、
も
ど
る
に
旅
籠
な
く
、
お
屋
旉
で
一
夜
の
宿
を

借
り
、
朙
日
は
早
立
ち
と
い
た
し
た
い
所
存
…

二
人
は
と
も
に
「
不
巴
」
の
「
巴
」
は
「
把
」
と
通
用
す
る
と
し
て
い
る
。
確

か
に
發
音
は
近
い
が
、「
巴
」
は
强
く
願
う
こ
と
、
特
に
視
覺
的
に
朞
待
す
る
こ

と
を
表
し
、
手
偏
が
つ
く
と
「
つ
か
む
」
と
い
う
意
味
に
な
る
た
め
、
常
に
通
用

す
る
と
は
言
え
な
い
。
右
の
例
も
、「
行
く
先
に
村
は
見
え
ず
、
戾
ろ
う
に
も
宿

が
見
え
な
い
」
の
で
泊
ま
ら
せ
て
ほ
し
い
と
訴
え
て
い
る
部
分
で
あ
り
、「
把
」

の
字
で
解
釋
す
る
の
は
不
自
然
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
白
駒
は
こ
の
例
を
含
め
、「
巴
」
と
「
把
」
が
通
用
す
る
こ
と
を
積
極

的
に
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
白
駒
が
手
が
け
た
「
三
言
二
拍
」
の
和
刻
本
、『
小

說
精
言（
（（
（

』
の
各
卷
末
に
付
さ
れ
て
い
る
「
譯
義
（
本
文
中
の
難
語
を
解
說
し
た
も
の
）」

の
中
に
も
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。
次
に
卷
一
の
「
譯
義
」
か
ら

例
を
擧
げ
る
。



澤
田
一
齋
の
『
水
滸
傳
』
講
義
を
め
ぐ
っ
て

二
五
九

原
刻
本
を
主
に
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
齋
が
筆
記
し
た
白
駒
の
講
義
錄
は

主
に
全
傳
本
に
基
づ
い
て
お
り
、
そ
こ
に
書
き
加
え
ら
れ
た
彼
の
版
本
校
勘
の
結

果
の
中
に
和
刻
本
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
よ
っ
て
和
刻
本
は
一
齋
の
『
水
滸
傳
』

硏
究
の
主
た
る
テ
キ
ス
ト
で
は
な
く
、
講
義
、
或
は
會
讀
等
の
場
に
限
っ
て
使
用

し
て
い
た
可
能
性
が
窺
わ
れ
る
。
な
ぜ
そ
こ
で
は
和
刻
本
を
用
い
る
必
要
が
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。

例
え
ば
會
讀
を
行
う
場
合
、
歬
提
と
し
て
參
加
者
全
員
が
同
じ
テ
キ
ス
ト
を
所

持
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
、
講
義
で
あ
っ
て
も
受
講
者
が
講
師
と
同
じ
テ
キ
ス
ト

を
所
持
し
て
い
る
こ
と
が

ま
し
い
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
一
齋
が
講
義
を

行
っ
た
當
時
、
複
數
の
人
閒
が
共
通
し
て
持
て
る
『
水
滸
傳
』
テ
キ
ス
ト
は
、
日

本
で
刊
行
さ
れ
た
和
刻
本
初
集
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

和
刻
本
初
集
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
、『
水
滸
傳
』
テ
キ
ス
ト
は
中
國
か
ら
舶
來

し
た
原
刻
本
し
か
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
刊
行
歬
に
行
わ
れ
た
白
駒
の
講
義

で
は
、
講
師
で
あ
る
白
駒
の
手
元
に
は
當
然
『
水
滸
傳
』
版
本
、
す
な
わ
ち
底
本

で
あ
る
全
傳
本
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
先
述
の
よ
う
に
全
傳
本
は
希
少
な
版
本

で
あ
り
、
受
講
者
側
に
同
じ
も
の
が
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
一
つ
の
版
本
を
複

數
の
人
が
見
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
或
い
は
寫
本
を
作
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、そ
れ
に
も
限
界
が
あ
ろ
う
。
現
在
白
駒
の
講
義
の
記
錄
と
見
ら
れ
る
も
の
は
、

全
て
單
語
や
短
い
フ
レ
ー
ズ
を
拔
き
出
し
て
解
釋
を
付
す
形
式
で
あ
り
、
一
齋
の

も
の
の
よ
う
に
本
文
に
直
接
付
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
受
講
後
、
或
い
は
受
講

中
で
あ
っ
て
も
、『
水
滸
傳
』
の
物
語
自
體
を
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
か
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

　

白
駒
の
講
義
を
受
講
し
た
一
人
で
あ
る
「
艮
齋
」
は
、
攝
津
今
津
の
加
藤
艮
齋

で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
が
、
彼
は
『
水
滸
傳
』
硏
究
に
名
を
殘
し
た
人
物
で
は
な

い（
（（
（

。
受
講
後
全
傳
本
等
の
版
本
を

單
に
は
閱
覽
出
來
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い

と
な
る
が
、
田
中
義
信
氏
は
、
一
齋
が
鶴
山
を
補
佐
す
る
形
で
運
營
さ
れ
た
で
あ

ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
。
當
時
鶴
山
は

楠
軒
の
中
で
は
新
參
で
あ
り
、
運
營
に

は
强
齋
の
高
弟
で
あ
っ
た
一
齋
の
協
力
が
必
要
で
あ
っ
た
。
更
に
そ
の
よ
う
な
狀

態
は
軒
主
が
西
依
成
齋
に
交
替
す
る
寬
保
三
（
一
七
四
三
）
年
ま
で
續
い
た
と
推

測
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。
寬
保
三
年
は
白
駒
の
『
小
說
精
言
』
が
風
⺼
堂
か
ら
刊
行
さ
れ

た
年
で
も
あ
る
。
一
齋
の
唐
話
學
習
も
、
こ
の
歬
後
か
ら
本
格
化
し
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

享
保
以
後
、
唐
話
辭
書
の
刊
行
等
に
伴
っ
て
學
界
の
レ
ベ
ル
は
上
が
っ
て
い
っ

た
と
推
測
さ
れ
、一
齋
も
樣
々
な
方
面
か
ら
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

逐
一
何
か
ら
影
響
を
受
け
た
か
を
朙
ら
か
に
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

再
び
一―

三
で
擧
げ
た
「
跟
歬
」
の
誤
譯
の
要
因
を
考
え
て
み
た
い
。

「
跟
」
に
は
確
か
に
「
從
う
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、『
水
滸
傳
』
本
文
中
に
も

「
跟
着
」
等
の
形
で
何
度
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
「
跟
歬
」
に
も
「
從
う
」

の
意
味
を
反
映
さ
せ
よ
う
と
し
て
誤
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
更
に
和
刻
本

初
集
で
は
こ
の
語
を
次
の
よ
う
に
施
訓
し
て
い
る
。

林
−冲
赶
−到
跟
−歬
シ
、
把
二テ
那
ノ
後
−生
ノ
肩
−胛
一ヲ
只
一
−拔
シ
過
−來
リ
、
喝
−

衟
ス
、
調
−二
戲
ス
良
−人
ノ
妻
−子
一ヲ
、
當
レ
得
二
何
ノ
罪
一ヲ
、
…

こ
こ
で
も
「
跟
歬
」
は
動
詞
と
し
て
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。

一
齋
は
和
刻
本
初
集
の
訓
點
を
絕
對
視
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
よ
う
だ
が（

（（
（

、
こ

の
語
に
つ
い
て
は
和
刻
本
を
使
用
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
誤
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら

れ
る
。

一
齋
は
講
義
で
和
刻
本
初
集
を
積
極
的
に
使
用
し
、
一―

二
で
確
認
し
た
よ
う

に
、
中
國
か
ら
舶
來
し
た
原
刻
本
を
參
照
テ
キ
ス
ト
に
位
置
付
け
て
い
る
。
な
ぜ



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
集

二
六
〇

テ
キ
ス
ト
が
な
く
と
も
手
元
に
殘
る
「
譯
解
」
だ
け
で
受
講
の
目
的
は
あ
る
程
度

逹
成
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
れ
に
對
し
一
齋
の
講
義
は
、
講
師
と
受
講
者
が
共
通
の
テ
キ
ス
ト
を
所
持
す

る
こ
と
で
、
受
講
者
が
「
俗
語
」
等
を
解
す
る
だ
け
で
な
く
、『
水
滸
傳
』
を
「
讀

む
」
こ
と
を
可
能
に
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
人
の
講
義
は
底
本
や
形
式
だ
け
で

な
く
、
そ
の
意
義
も
異
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
該
書
に
見
ら
れ
る
一
齋
の
『
水
滸
傳
』
講
義
に
つ
い
て
檢
討
し
、
一
齋
が

複
數
の
版
本
を
使
用
し
て
講
義
や
硏
究
を
行
っ
た
こ
と
、
ま
た
白
駒
の
影
響
下
に

は
あ
っ
た
も
の
の
、
そ
の
『
水
滸
傳
』
講
義
は
受
講
し
て
い
な
か
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
こ
と
を
示
し
た
。
更
に
白
駒
と
一
齋
が
行
っ
た
講
義
の
相
違
を
通
じ
て
、『
水

滸
傳
』
講
義
の
意
義
が
「
漢
文
學
習
」
か
ら
「
物
語
を
讀
む
」
も
の
へ
と
變
化
し

て
い
っ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

そ
の
よ
う
な
變
化
を
も
た
ら
し
得
た
の
は
、
和
刻
本
初
集
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
他
に
『
水
滸
傳
』
講
義
を
行
っ
て
い
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
の
は
陶
山
南

濤
で
あ
る
が
、
そ
の
著
書
『
忠
義
水
滸
傳
解
』
は
彼
の
講
義
を
受
講
者
が
記
錄
し

た
も
の
に
、
彼
自
身
が
手
を
入
れ
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
和
刻
本

初
集
（
二
集
は
『
忠
義
水
滸
傳
解
』
刊
行
時
點
で
は
未
刊
）
が
讀
ま
れ
て
い
る
樣
子
が

次
の
よ
う
に
刻
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。

…
水
滸
傳
二
十
囘
餘
ニ
至
テ
梁
山
泊
ト
云
コ
ト
モ
其
處
ノ
頭
ニ
宋
公
朙
ト
云

モ
ノ
モ
初
テ
知
レ
ル
也　

梁
山
泊
ニ
因
テ
水
滸
傳
ト
名
ヅ
ケ
タ
ル
ワ
ケ
モ
知

レ
ル
也　

倭
版
ノ
十
回
ナ
ド
讀
テ
ハ
何
ノ
事
ヤ
ラ
知
レ
ヌ
也　

百
八
人
ノ
內

ヤ
ウ
ヤ
ウ
ト
三
人
出
ル
也　

ソ
レ
デ
サ
ヘ
人
々
面
白
ガ
ル
ニ
況
ヤ
百
二
十
回

が
、
な
ぜ
『
水
滸
傳
』
講
義
を
受
講
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
艮
齋
は
受
講
の
動
機
に

つ
い
て
講
義
錄
の
跋
文
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る（

（（
（

。

夫
學
問
之
衟
多
端
。
自
上
古
至
六
朝
者
四
部
之
書
乃
備
矣
。
能
讀
之
㊒
何
難

乎
。
而
唐
以
來
。
㊒
官
府
語
。
㊒
俗
語
。
加
之
。
㊒
轉
借
㊒
諱
避
。
㊒
家
語
。

故
難
皆
理
會
之
。
唐
以
下
書
。
文
義
難
通
曉
者
。
爲
是
故
耳
。
吾
邦
學
者
徃
々

置
而
不
講
。
故
雖
老
師
宿
儒
誤
文
義
儘
爲
多
也
。
且
雖
粗
解
隔
靴
搔
痒
而
己
。

水
滸
傳
者
元
之
人
羅
貫
中
所
著
惣
用
俗
。
語
所
謂
演
義
文
者
也
。
頃
隨
于
岡

龍
洲
受
文
義
。
逐
一
附
譯
解
。
以
備
後
來
之
遺
忘
云

（
譯
）
學
問
は
端
緖
が
多
く
、
上
古
か
ら
六
朝
に
至
る
ま
で
四
部
の
書
物
が
備

わ
る
。
こ
れ
を
讀
む
に
難
し
い
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
唐
代
以
來
、
官
府
の

語
や
俗
語
が
あ
り
、
更
に
假
借
や
避
諱
、
家
語
（「
家
や
流
派
に
傳
わ
る
言
葉
」

の
意
か
）
が
加
わ
る
た
め
、
こ
れ
を
全
て
理
解
す
る
の
は
難
し
い
。
唐
以
降

の
書
物
の
文
義
を
朙
ら
か
に
す
る
の
が
難
し
い
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
我

が
國
の
學
者
は
徃
々
に
し
て
こ
れ
ら
を
講
じ
な
い
た
め
、
老
師
宿
儒
で
あ
っ

て
も
文
義
を
誤
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
。
ま
た
大
ま
か
な
解
釋
は
出
來
る
も

の
の
、（
細
か
い
と
こ
ろ
が
わ
か
ら
ず
）
齒
痒
い
ば
か
り
で
あ
る
。『
水
滸
傳
』

は
元
の
人
羅
貫
中
が
著
し
た
も
の
で
あ
り
、
全
て
俗
語
を
用
い
て
い
る
。
言

葉
は
所
謂
演
義
文
で
あ
る
。
こ
の
頃
岡
龍
洲
に
從
っ
て
文
義
を
受
け
、
逐
一

譯
解
を
付
す
。
こ
れ
を
も
っ
て
後
の
遺
忘
に
備
え
る
。

　

こ
こ
で
强
調
さ
れ
て
い
る
の
は
、『
水
滸
傳
』
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う

こ
と
よ
り
も
、唐
代
以
降
の
中
國
の
書
物
を
解
す
こ
と
が
出
來
て
い
な
い
現
狀
と
、

「
俗
語
」
を
正
し
く
學
ぶ
必
要
性
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
艮
齋
に
と
っ
て
、
白
駒

の
講
義
を
受
講
す
る
こ
と
は
い
わ
ゆ
る
漢
文
學
習
の
延
長
で
あ
り
、『
水
滸
傳
』



澤
田
一
齋
の
『
水
滸
傳
』
講
義
を
め
ぐ
っ
て

二
六
一

讀
テ
ハ
甚
面
白
シ　

ソ
ノ
上
水
滸
傳
ノ
力
ニ
テ
後
世
ノ
小
說
ハ
破
竹
ノ
勢
ニ

解
ケ
ル
ナ
リ

こ
こ
か
ら
、
人
々
が
第
十
回
ま
で
の
物
語
を
樂
し
ん
で
い
た
こ
と
、
南
濤
自
身

は
『
水
滸
傳
』
は
百
二
十
回
本
を
讀
む
べ
き
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
讀
み
取
れ
る
。

し
か
し
、『
忠
義
水
滸
傳
解
』
の
底
本
は
百
二
十
回
本
で
は
な
く
、
和
刻
本
初
集

と
七
十
回
本
で
あ
る
こ
と
が
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
だ

が
、
こ
れ
も
複
數
の
人
閒
が
對
象
と
な
る
講
義
、
更
に
不
特
定
多
數
の
讀
者
が
想

定
さ
れ
る
出
版
と
い
う
形
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
疑
わ
れ
る
。『
水
滸
傳
』

を
讀
む
た
め
の
辭
書
で
あ
る
『
忠
義
水
滸
傳
解
』
は
、
當
然
こ
れ
を
手
に
す
る
讀

者
が
所
持
す
る
『
水
滸
傳
』
テ
キ
ス
ト
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
當
時
廣
く

普
及
し
て
い
た
テ
キ
ス
ト
は
和
刻
本
初
集
と
、
寶
曆
以
降
流
行
し
た
七
十
回
本
で

あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
に
合
わ
せ
た
結
果
、
底
本
に
百
二
十
回
本
を
採
用

出
來
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

從
來
、
和
刻
本
は
玄
人
向
け
に
施
訓
者
の
文
の
構
造
に
關
す
る
解
釋
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
と
見
ら
れ
て
き
た（
（（
（

。
し
か
し
、
そ
れ
は
施
訓
者
の
名
歬
を
示
さ
ず
刊

行
さ
れ
た
事
實
と
矛
盾
す
る
上
、
刊
行
さ
れ
た
享
保
十
三
年
頃
、
左
訓
や
語
釋
の

つ
か
な
い
和
刻
本
だ
け
で
讀
め
る
玄
人
が
ど
れ
ほ
ど
い
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。
本

稿
で
行
っ
て
き
た
考
察
や
、
現
存
の
和
刻
本
初
集
に
書
入
れ
を
持
つ
も
の
が
複
數

確
認
出
來
る
こ
と
を
倂
せ
る
と
、
こ
れ
は
『
忠
義
水
滸
傳
解
』
等
の
辭
書
を
使
用

し
な
が
ら
獨
力
で
讀
む
、
或
い
は
講
義
や
會
讀
の
場
で
用
い
る
敎
材
と
し
て
重
要

な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
施
訓
が
最
低
限
で
あ
る
の
も
、
こ
の
よ
う

な
使
用
が
刊
行
の
時
點
で
す
で
に
想
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
可
能
性
が
浮
上

す
る
。
風
⺼
堂
よ
り
刊
行
さ
れ
た
和
刻
本
「
三
言
二
拍
」
は
左
訓
や
語
釋
が
付
さ

れ
て
い
た
が
、
こ
れ
と
倂
せ
て
和
刻
本
『
忠
義
水
滸
傳
』
の
刊
行
意
圖
を
探
っ
て

い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

近
世
朞
盛
ん
に
行
わ
れ
た
『
水
滸
傳
』
硏
究
で
あ
る
が
、
そ
の
實
態
は
未
だ
朙

ら
か
に
さ
れ
た
と
は
言
い
難
い
。
こ
の
よ
う
な
硏
究
活
動
は
、
白
話
小
說
受
容
を

考
え
る
上
で
見
迯
せ
な
い
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
今
回
殘
し
た
問
題
を
含
め
、
更

に
考
察
を
深
め
た
い
。

　

㊟
（
１
）　

高
島
俊
男
『
水
滸
傳
と
日
本
人
』
第
一
部
第
五
章
七
十
七
頁
（
筑
摩
書
房
／
二
〇

〇
六
／
初
出
『
水
滸
傳
と
日
本
人―

江
戶
か
ら
昭
和
ま
で
』
大
修
館
書
店
一
九
九
一
）

（
２
）　

拙
稿
「『
水
滸
傳
』
講
義
錄
の
繼
承
に
つ
い
て
」（『
京
都
府
立
大
學
學
術
報
吿　

人
文
』
第
六
十
九
號
／
京
都
府
立
大
學
／
二
〇
一
七
）
に
お
い
て
、
現
存
の
講
義
錄

の
う
ち
十
五
部
に
つ
い
て
檢
討
し
て
い
る
。

（
３
）　

檜
垣
里
美
「
岡
白
駒
年
譜
」
八
百
九
十
九
頁
（『
小
說
三
言
』
所
收
／
ゆ
ま
に
書

房
／
一
九
七
六
）。
こ
の
他
、
一
齋
に
つ
い
て
は
彌
吉
光
長
『
未
刊
史
料
に
よ
る
日

本
出
版
文
化
』
第
一
卷
「
出
版
の
起
源
と
京
都
の
本
屋
」
第
四
章
第
二
節
八
十
一―

八
十
二
頁
（
ゆ
ま
に
書
房
／
一
九
八
八
）
を
參
照
し
た
。

（
４
）　

中
村
綾
『
日
本
近
世
白
話
小
說
受
容
の
硏
究
』
第
二
部
第
三
章
百
六
十
一
頁
（
汲

古
書
院
／
二
〇
一
一
）。

（
５
）　
『
汲
古
』
第
七
十
二
號
（
汲
古
書
院
／
二
〇
一
七
）。

（
６
）　

所
在
記
號
：
石
崎
文
庫/923―

リ―2/1―1/5

、
石
崎
文
庫/923―

リ―2/1―6/10

（
７
）　

初
集
は
京
都
書
肆
文
會
堂
林
九
兵
衞
刊
、
二
集
は
文
會
堂
・
京
都
書
肆
文
泉
堂
林

權
兵
衞
刊
。

（
８
）　

石
崎
又
造
『
近
世
日
本
に
於
け
る
支
那
俗
語
文
學
史
』
第
四
章
第
二
節
百
五
十
七

頁
（
弘
文
堂
書
房
／
一
九
四
〇
）。

（
９
）　

三
上
景
文
著
、正
宗
敦
夫
編
纂
・
校
訂『
地
下
家
傳
』五（
三
十
二
）一
六
三
一
頁（
日



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
集

二
六
二

本
古
典
全
集
／
日
本
古
典
全
集
刊
行
會
／
一
九
三
八
）。

（
10
）　

總
本
山
知
恩
院
史
料
編
纂
所
編
『
知
恩
院
史
料
集
』
日
鑑
篇
二
十
九
（
總
本
山
知

恩
院
史
料
編
纂
所
／
二
〇
一
四
）。

（
11
）　

森
銑
三
「
春
臠
拆
甲
は
大
雅
堂
著
に
あ
ら
ず
」（『
典
籍
叢
話
』
／
全
國
書
房
／
一

九
四
二
）。

（
12
）　

南
濤
の
『
水
滸
傳
』
語
釋
に
關
す
る
言
及
は
㊟
（
８
）
石
崎
氏
歬
揭
書
第
四
章
第

三
節
百
六
十
一―
六
十
三
頁
に
見
え
る
。
ま
た
長
澤
規
榘
也
氏
も
こ
の
「
水
滸
傳
譯

解
」
に
つ
い
て
觸
れ
、「
竹
田
氏
藏
本
も
、或
は
此
系
統
（
筆
者
㊟
：
岡
白
駒
の
講
義
錄
）

の
異
本
か
、
後
日
詳
細
に
考
ふ
べ
き
も
、
南
濤
の
作
と
い
ふ
は
假
託
か
。」
と
述
べ

て
い
る
（「
續
校
勘
絮
談
（
三
）」
／
『
書
誌
學
』
第
五
卷
第
一
號
／
日
本
書
誌
學
會

／
一
九
三
五
）。
筆
者
は
長
澤
氏
の
說
を
支
持
す
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
稿
を
改

め
て
述
べ
た
い
。

（
13
）　
『
唐
話
辭
書
類
集
』
第
三
集
所
收
の
影
印
に
よ
る
（
八
頁
／
汲
古
書
院
／
一
九
六

〇
）。

（
14
）　

小
松
謙
「『
水
滸
傳
』
諸
本
考
」（『
京
都
府
立
大
學
學
術
報
吿　

人
文
』
第
六
十

八
號
／
京
都
府
立
大
學
／
二
〇
一
六
）
等
。

（
15
）　

百
二
十
回
本
の
古
い
系
統
の
も
の
は
每
回
の
標
題
等
を
「
水
滸
全
傳
」
と
し
て
お

り
、
新
し
い
系
統
の
も
の
は
「
水
滸
全
書
」
と
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
よ
う
に
區
別

す
る
。

（
16
）　

白
木
直
也
「
和
刻
本
忠
義
水
滸
傳
の
硏
究
」（『
水
滸
傳
諸
本
の
硏
究
そ
の
四
』
／

一
九
七
〇
）。

（
17
）　

白
木
直
也
「
和
刻
本
水
滸
傳
の
硏
究―

所
謂
無
窮
會
本
と
の
關
係―

」（『
日
本
中

國
學
會
報
』
第
二
十
集
／
日
本
中
國
學
會
／
一
九
六
八
）。
白
木
氏
は
、
無
窮
會
所

藏
本
と
近
い
が
同
板
で
は
な
く
、
無
窮
會
所
藏
本
の
祖
本
が
底
本
で
あ
ろ
う
と
述
べ

た
。
今
回
小
松
氏
に
よ
っ
て
示
し
た
版
本
繼
承
圖
中
の
「
無
窮
會
所
藏
本
原
本
」
は

そ
の
更
に
歬
段
階
の
も
の
で
あ
り
、
白
木
氏
の
言
う
「
祖
本
」
と
は
異
な
る
。

（
18
）　

拙
稿
「『
水
滸
傳
譯
解
』
に
み
る
岡
白
駒
の
『
水
滸
傳
』
硏
究 ―

そ
の
使
用
版
本

か
ら―

」（『
東
方
學
』
第
百
三
十
一
輯
／
東
方
學
會
／
二
〇
一
六
）。

（
19
）　

國
立
國
會
圖
書
館
藏
、芥
子
園
藏
版
『
李
卓
吾
先
生
批
點
忠
義
水
滸
傳
』。
第
一
回
、

第
二
回
が
缺
け
、
お
そ
ら
く
和
刻
本
に
よ
っ
て
抄
補
さ
れ
て
い
る
。
尙
、
そ
の
他
調

査
に
使
用
し
た
版
本
の
所
藏
等
に
つ
い
て
は
、
㊟
（
18
）
拙
稿
「
附
記
一
」
を
參
照

さ
れ
た
い
。

（
20
）　

拙
稿
「『
水
滸
傳
』
講
義
の
實
態
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て―

講
義
錄
を
手
掛
か
り

に―

」（『
和
漢
語
文
硏
究
』
第
十
四
號
／
京
都
府
立
大
學
國
中
文
學
會
／
二
〇
一
六
）

（
21
）　

中
原
理
惠
「『
水
滸
全
書
』
郁
郁
堂
本
に
つ
い
て
」（『
中
國
古
典
小
說
硏
究
』
第

二
十
號
／
中
國
古
典
小
說
硏
究
會
／
二
〇
一
七
）
で
現
存
す
る
全
書
本
の
書
誌
、
流

傳
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
22
）　

吉
川
幸
次
郞
・
淸
水
茂
譯
『
完
譯
水
滸
傳
一
』（
岩
波
文
庫
／
一
九
九
八
）
を
參

考
に
付
し
た
。

（
23
）　

㊟
（
２
）
拙
稿
。

（
24
）　

㊟
（
３
）
檜
垣
氏
。
本
文
中
の
識
語
の
引
用
は
岐
阜
市
立
圖
書
館
藏
本
（
國
文
學

硏
究
㊮
料
館
が
公
開
し
て
い
る
畫
像
）
に
よ
る
。

（
25
）　

㊟
（
20
）
拙
稿
。

（
26
）　

㊟
（
20
）
拙
稿
で
す
で
に
示
し
た
例
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
齋
が
講
師
を
誰
と

考
え
て
い
た
か
示
す
例
と
し
て
改
め
て
擧
げ
る
。

（
27
）　

㊟
（
２
）
拙
稿
。

（
28
）　

近
藤
諬
吾
「
强
齋
先
生
門
人
簿
竝
に
書
置
に
就
い
て
」（『
藝
林
』
第
十
卷
第
五
號

／
藝
林
會
／
一
九
五
九
）。

（
29
）　

寬
保
三
（
一
七
四
三
）
年
、
風
⺼
堂
刊
。
引
用
は
『
小
說
三
言
』（
ゆ
ま
に
書
房

／
一
九
七
六
）
所
收
の
影
印
に
よ
る
。

（
30
）　

共
に
國
立
公
文
所
館
內
閣
文
庫
藏
本
（
昌
平
坂
學
問
所
舊
藏
）
を
參
照
。

（
31
）　

田
中
義
信
「
澤
田
一
齋
と
土
佐
」（『
近
世
文
藝
』
三
十
一
號
／
日
本
近
世
文
學
會



澤
田
一
齋
の
『
水
滸
傳
』
講
義
を
め
ぐ
っ
て

二
六
三

／
一
九
七
九
）。

（
32
）　

㊟
（
５
）
拙
稿
。
一
齋
は
講
義
中
に
和
刻
本
の
施
訓
を
改
め
る
態
度
も
示
し
て
い

る
。

（
33
）　

㊟
（
３
）
檜
垣
氏
、
㊟
（
18
）
拙
稿
。

（
34
）　
『
唐
話
辭
書
類
集
』
第
十
三
集
所
收
の
影
印
に
よ
る
（
二
百
七
十
七―

七
十
八
頁

／
汲
古
書
院
／
一
九
七
六
）。
句
點
は
原
文
通
り
。
日
本
語
譯
は
筆
者
が
付
し
た
も

の
で
あ
る
。
ま
た
（　

）
內
は
筆
者
が
補
っ
た
部
分
で
あ
る
。

（
35
）　
『
忠
義
水
滸
傳
解
』
三
十
四
丁
裏
（
㊟
（
13
）
歬
揭
書
二
十
四
頁
）。

（
36
）　

㊟
（
４
）
中
村
氏
歬
揭
書
第
三
部
第
一
章
百
六
十
八―

七
十
三
頁
。

（
37
）　

㊟
（
１
）
高
島
氏
歬
揭
書
第
一
部
第
四
章
七
十
五
頁
。

附
記
：
引
用
に
際
し
、
合
字
、
疊
字
は
該
當
す
る
假
名
に
改
め
た
。

　

本
稿
は
平
成
二
十
九
年
度
科
學
硏
究
費
助
成
事
業
・
特
別
硏
究
員
奬
勵
費
・
課

題
番
號
一
七
Ｊ
〇
四
六
九
七
「
唐
話
の
流
行
か
ら
見
る
漢
籍
受
容―

岡
白
駒
と

そ
の
周
邊
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
七
十
集

二
六
四

表
二

　

丁

　

一
齋

　

白
駒

二
ウ

勸
盤

　

盃
ダ
イ

勸
盤

　

カ
ヨ
イ
ホ
ン

二
ウ

湯
桶

　

サ
ケ
ノ
カ
ン
ス
ル

湯
桶滾

湯
ヲ
入
レ
タ
ル
桶　

酒
ノ
カ
ン
ス

ル
爲
也

三
オ

不
尲

　

ガ
テ
ン
ノ
ユ
カ
ヌ

不ノミ
コ
マ
ヌ

尲
尬

不
尲
不
尬
ト
モ
云　

不
字
ハ
カ
ヘ
ル

テ
ニ
ハ
助
字
ト
做
シ
テ
ミ
ル
フ
ラ
チ

ナ
ル
コ
ト
ナ
リ

三
オ

摸
不
着

　

思
ヤ
ウ
ニ
ユ
カ
ヌ
ト

摸
不
着ア
テ

　

ス
コ
シ
氣
ニ
入
ラ
ネ
ハ

四
ウ

只
願
如
此

　

願
一
作
顧

只
願
如
此

　

只
此
通
リ
ニ
テ
ト
云
コ
ト

四
ウ

放
　

ヲ
コ
ナ
フ

放
仔
細
便
了

仔―

ハ
念
ヲ
入
ル
コ
ト　

放
ハ
行
フ

ノ
意　

ナ
サ
ル
ル
ト
云
ガ
ゴ
ト
シ

五
オ

　

タ
メ
ル

タ
メ
ル
コ
ト
也　

掙
ト
同
シ　
　

カ
セ
ギ
タ
ク
ハ
一
タ
メ
ル
ヲ
云

　

丁

　

一
齋

　

白
駒

五
オ

是
　

是
一
作
似

又
好
是
天
王
堂

　

是
似
音
ヲ
借
ル
ナ
リ

六
ウ

泥
水

　

カ
ベ
ヌ
リ

泥
水
匠

　

サ
ク
ハ
ン

八
オ

搬
開

　

ハ
コ
ヒ
ヒ
ラ
キ

搬
開
破
壁

搬
ハ
ハ
ゴマ
マ

フ
也　

破
壁
ヲ
ト
リ
ノ
ケ

開
ク
也

九
ウ

批
　

批
臂
通

批
カ
サ
シ
テ

胷

　

批
劈
借
音

九
ウ

閣
着

　

ア
テ
カ
ウ
テ
イ
フ

閣
着ヲ

サ
ヘ
ル
ナ
リ　

ア
テ
テ
ヲ
サ
ヘ
ル

コ
ト
ナ
リ

十
一
オ

囘
　

ヲ
キ
ノ
ル

回モ
ロ
フ
ヲ

些
酒

回
ハ
買
カ
カ
ル
ノ
意　

コ
コ
ニ
テ
ハ

只
買
デ
モ
ナ
シ
モ
ロ
フ
デ
モ
ナ
シ
ユ

ヘ
ニ
云

※
丁
數
は
和
刻
本
の
も
の
。
一
齋
の
語
釋
は
本
文
に
ル
ビ
の
よ
う
に
付
さ
れ
る
も
の
が
多

い
が
、
白
駒
の
語
釋
と
對
比
す
る
た
め
右
の
よ
う
な
形
で
示
し
た
。
ま
た
、
引
用
語
句
や

解
說
中
の
訓
點
は
省
略
し
た
。

  

フ

ラ

チ

ヲ
ギ
ノ
レ




